
公益社団法人日本年金数理人会 試験委員会 

平成 26年 10月 1日 

 

科目 

 

 

年金数理 

受験番号 

 

 

公益社団法人 日本年金数理人会 

 

 
問題１ 問題２ 問題３ 問題４ 問題５ 問題６ 問題７ 問題８ 

 
Ｅ Ａ Ｄ Ｃ Ｄ Ｂ Ｂ Ｅ 

問題９ 問題 10 問題 11 問題 12 問題 13 問題 14 問題 15  

Ｄ Ｂ Ｃ Ｃ Ａ Ｄ Ｂ  

 

 

 

 

 

 

 

 

問 

題 

16 

① ② ③ ④ 
 

10.5 14.6 10.6 14.5 

⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

△56,000 13,720 9.1 15.8 

 

 

問 

 

題 

 

17 

① ② ③ ④ 
 

0.5 ∙ (𝑉𝑡 − 𝐹𝑡) 𝐵 (1 + 𝑘) ∙ 𝑉𝑡 − 𝐹𝑡 𝐵 ∙ �̈�20  

⑤ ⑥ ⑦ 

𝑉𝑡 − 𝐹𝑡 𝑃 ∙ 𝐵 ∙ �̈�20 + 𝑉𝑡 0.5 ∙ �̈�20  

⑧ ⑨  

𝑃 ∙ 𝐵 ∙ �̈�20 + 𝑉𝑡 1 − 0.5 ∙ �̈�20   

 

 

問 

 

題 

 

18 

① ② ③ 

 

𝑣

1 − 𝑣
(𝑆𝑥𝑒

− 𝑃𝐺𝑥𝑒
) + ∑ (𝑆𝑥 − 𝑃𝐺𝑥)

𝜔

𝑥=𝑥𝑒

 (𝑆𝑥 − 𝑃𝐺𝑥)
𝑙𝑥

′

𝑙𝑥
 (𝑆𝑥 − 𝑃𝐺𝑥) 

④ ⑤ ⑥ ⑦ 

0 (𝑆𝑥 − 𝑃𝐺𝑥)
𝑙𝑥

′′

𝑙𝑥
 𝑆𝑥𝑒

− 𝑃𝐺𝑥𝑒
 (𝑆𝑥 − 𝑃𝐺𝑥)

𝑙𝑥−1
′

𝑙𝑥−1
 

⑧ ⑨ ⑩ 

0 ( ∑ 𝑃𝑙′
𝑥

𝑥𝑟−1

𝑥=𝑥𝑒

− ∑ 𝑙′
𝑥

𝜔

𝑥=𝑥𝑟

) (1 + 𝑖)      𝐹𝑖 
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公益社団法人 日本年金数理人会 

問題 19 ←問題番号を記入すること。 

 

（1）54歳の生存退職率を𝑘とした場合の標準保険料を𝑃𝑘と置くと、 

  𝑃𝑘 =
5𝐶54

(𝑤)
+ 10𝐷60

∑ 𝐷𝑥
59
50

=
5𝑘𝑣5 + 10(1 − 𝑘)𝑣10

∑ 𝑣𝑥−5054
50 + ∑ (1 − 𝑘)𝑣𝑥−5059

55

=
5𝑣5

�̈�5

∙
𝑘 + 2(1 − 𝑘)𝑣5

1 + (1 − 𝑘)𝑣5
 

となる。 

  
𝑑

𝑑𝑘
(

𝑘 + 2(1 − 𝑘)𝑣5

1 + (1 − 𝑘)𝑣5
) =

(1 − 2𝑣5)*1 + (1 − 𝑘)𝑣5+ − *𝑘 + 2(1 − 𝑘)𝑣5+(−𝑣5)

*1 + (1 − 𝑘)𝑣5+2
 

           =
1 − 𝑣5

*1 + (1 − 𝑘)𝑣5+2
> 0 

 

より、標準保険料は𝑘の増加関数となる。 

 

（2）𝑥歳の加入者の再計算前の責任準備金を𝑉𝑥
𝑘とおく。 

  𝑉54
𝑘 =

5𝐶54
(𝑤)

+ 10𝐷60 − 𝑃𝑘 ∑ 𝐷𝑥
59
54

𝐷54

 

標準保険料の定義より、𝑃𝑘 ∑ 𝐷𝑥
59
50 = 5𝐶54

(𝑤)
+ 10𝐷60となるため、 

  𝑉54
𝑘 =

𝑃𝑘 ∑ 𝐷𝑥
53
50

𝐷54

 

  𝑥 ≦ 54において
𝐷𝑥

𝐷54
⁄ は54歳の脱退率に依存しないため、𝑉54

𝑘 は𝑘の増加関数である。つまり𝑉54
𝑘′ > 𝑉54

𝑘  。 

一方、 

  𝑉55
𝑘 =

10𝐷60 − 𝑃𝑘 ∑ 𝐷𝑥
59
55

𝐷55

 

であり、𝑥 ≧ 55においても
𝐷𝑥

𝐷55
⁄ は54歳の脱退率に依存しないため、𝑉55

𝑘 は𝑘の減少関数である。 

つまり𝑉55
𝑘′ > 𝑉55

𝑘  。 
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公益社団法人 日本年金数理人会 

問題 20 ←問題番号を記入すること。 

 

この年金制度において、給与指数が𝑏𝑥である場合の標準保険料率は 

  𝑃𝑥𝑒
=

𝑏𝑥𝑟
𝐷𝑥𝑟

�̈�𝑥𝑟

∑ 𝑏𝑥𝐷𝑥
𝑥𝑟−1
𝑥=𝑥𝑒

 

である。 

（1） 

𝑏𝑥
𝐵𝐷𝑥

𝑏𝑥
𝐴𝐷𝑥

=
𝑏𝑥

𝐵

𝑏𝑥
𝐴

= 𝑒(𝛽−𝛼)(𝑥−𝑥𝑒) 

は𝑥について狭義単調増加であるから、 

𝑏𝑥𝑟

𝐵

𝑏𝑥𝑟
𝐴

>
∑ 𝑏𝑥

𝐵𝐷𝑥
𝑥𝑟−1
𝑥=𝑥𝑒

∑ 𝑏𝑥
𝐴𝐷𝑥

𝑥𝑟−1
𝑥=𝑥𝑒

 

となる。 したがって、 

𝑃𝑥𝑒

𝐵

𝑃𝑥𝑒
𝐴

=
𝑏𝑥𝑟

𝐵

𝑏𝑥𝑟
𝐴

∑ 𝑏𝑥
𝐴𝐷𝑥

𝑥𝑟−1
𝑥=𝑥𝑒

∑ 𝑏𝑥
𝐵𝐷𝑥

𝑥𝑟−1
𝑥=𝑥𝑒

> 1 

であり、𝑃𝑥𝑒

𝐴 < 𝑃𝑥𝑒

𝐵であることが証明された。 

 

（2）𝑏𝑥𝑒

𝐶 は直線、𝑏𝑥𝑒

𝐷 は対数関数で上に凸、𝑏𝑥𝑒

𝐶 = 𝑏𝑥𝑒

𝐷 、𝑏𝑥𝑟

𝐶 = 𝑏𝑥𝑟

𝐷 なので、𝑏𝑥
𝐶 < 𝑏𝑥

𝐷(𝑥𝑒 < 𝑥 < 𝑥𝑟)である。

したがって、 

𝑃𝑥𝑒

𝐷

𝑃𝑥𝑒

𝐶 =
𝑏𝑥𝑟

𝐷

𝑏𝑥𝑟

𝐶

∑ 𝑏𝑥
𝐶𝐷𝑥

𝑥𝑟−1
𝑥=𝑥𝑒

∑ 𝑏𝑥
𝐷𝐷𝑥

𝑥𝑟−1
𝑥=𝑥𝑒

=
∑ 𝑏𝑥

𝐶𝐷𝑥
𝑥𝑟−1
𝑥=𝑥𝑒

∑ 𝑏𝑥
𝐷𝐷𝑥

𝑥𝑟−1
𝑥=𝑥𝑒

< 1 

であり、𝑃𝑥𝑒

𝐶 > 𝑃𝑥𝑒

𝐷であることが証明された。 

 

 


